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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 46,675 △12.1 △502 ― △431 ― △531 ―

22年3月期第2四半期 53,080 △16.9 696 △12.5 701 △7.4 269 33.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △11.89 ―

22年3月期第2四半期 6.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 86,113 40,511 47.0 904.70
22年3月期 98,873 41,844 42.2 934.29

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  40,433百万円 22年3月期  41,764百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00

23年3月期 ― 8.00

23年3月期 
（予想）

― 8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
（参考） 予想受注工事高 「通期」 127,000百万円 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 121,000 4.1 2,500 △17.4 2,500 △19.6 1,000 10.0 22.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビューを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
添付資料の３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 45,963,803株 22年3月期  45,963,803株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,270,946株 22年3月期  1,262,178株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 44,699,140株 22年3月期2Q  44,709,527株



  

  

  

（参考）個別業績予想  

平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通期  119,000  3.1 2,500 △16.6 2,500 △18.8 1,000  4.7 22 37

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

（参考）予想受注工事高「通期」 百万円  125,000
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国等における経済の立ち直りにより輸出、生産が増加

し、景気回復が続きましたが、総じてそのテンポは緩やかであり、また、失業率が依然として高水準にあるなど

厳しい状況が続きました。 

 建設業界におきましても、企業収益の持ち直しを受け、一部の産業で設備投資に回復が見られましたが、設備

過剰感は残存し、かつ公共投資も低調に推移するなど、受注環境は厳しい状況が続きました。 

 このような状況のもと、中期経営計画「原点に戻り活力あるダイダンを実現する」に基づき、受注と利益の確

保に取り組んでまいりました結果、当第２四半期連結累計期間における業績は次のとおりとなりました。 

 受注工事高は、厳しい受注環境を受け、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となりまし

た。 

 完成工事高は、受注工事高の減少も影響し、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となり

ました。 

 完成工事総利益は、完成工事高の減少等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円とな

りました。 

 営業損益は、前年同四半期連結累計期間に実施いたしました情報システム更新に伴う費用の増加による反動もあ

り、当第２四半期連結累計期間においては、販売費及び一般管理費が前年同四半期連結累計期間比 百万円減の

百万円となりましたが、完成工事総利益の減少により、 百万円の営業損失となりました。（前年同四半期

連結累計期間は 百万円の営業利益） 

 経常損益は、営業外収益として受取保険料 百万円等を計上しましたが、営業外費用として為替差損 百万円

等を計上したこと及び営業損失を受け、 百万円の経常損失となりました。（前年同四半期連結累計期間は 百

万円の経常利益） 

 四半期純損益は、特別利益として貸倒引当金戻入額 百万円及び投資有価証券売却益 百万円を計上しました

が、特別損失として投資有価証券評価損 百万円の発生もあり、法人税、住民税及び事業税、法人税等調整額及

び少数株主損失を控除した結果、 百万円の四半期純損失となりました。（前年同四半期連結累計期間は 百万

円の四半期純利益） 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。 

 流動資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、現金

及び預金の減少（ 百万円）及び受取手形・完成工事未収入金の減少（ 百万円）等によるものです。 

 固定資産は、 百万円となり前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、前払年金

費用の増加（ 百万円）及び繰延税金資産の増加（ 百万円）等を、投資有価証券の減少（ 百万円）等が上回

ったことによるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少い

たしました。 

 流動負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、未成

工事受入金の増加（ 百万円）等を、支払手形・工事未払金の減少（ 百万円）及び未払法人税等の減少（

百万円）等が上回ったことによるものです。 

 固定負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加いたしました。主な要因は、長期未払

金の増加（ 百万円）及び長期借入金の増加（ 百万円）が退職給付引当金の減少（ 百万円）及び役員退職慰

労引当金の減少（ 百万円）を上回ったことによるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。主な要因は、剰余金の配当（ 百万円）及び四半期純損失の計上（ 百万円）等による利益剰余金の

減少（ 百万円）並びに、その他有価証券評価差額金の減少（ 百万円）等によるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ ポイント上昇し ％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

5,023 53,978

6,404 46,675

1,395 4,415
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4,917 502

696
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101 48
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66,914 12,263

5,013 7,258
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45,602 11,426
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キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローの減少により、前連結会

計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、減少した資金は、 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）とな

りました。主な要因は、仕入債務の減少等の資金の減少要因が売上債権の減少等の資金の増加要因を上回ったこ

とによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の支出）となりま

した。主な要因は、投資有価証券の取得による支出及びその他の支出（ソフトウェアの取得）等によるもので

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、減少した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）となり

ました。主な要因は、配当金の支払い等によるものです。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 受注工事高、完成工事高及び営業利益につきましては、平成22年５月13日公表の通期の業績予想に変更はありま

せん。 

 また、経常利益及び当期純利益につきましては、当第２四半期連結累計期間において為替差損 百万円及び投資

有価証券評価損 百万円を計上しましたが、現時点においては、同日公表の通期の業績予想を据えおいておりま

す。 

 なお、他の要因も含め業績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に、経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測及びタック

ス・プランニングを利用しております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる影響はありません。  

  

   

5,013 24,922

4,239 75

441 584

286 2,108

99

406

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,949 29,963

受取手形・完成工事未収入金 38,439 45,697

有価証券 100 100

未成工事支出金 732 464

材料貯蔵品 0 0

繰延税金資産 1,752 1,339

その他 1,001 1,686

貸倒引当金 △62 △75

流動資産合計 66,914 79,177

固定資産   

有形固定資産 3,408 3,465

無形固定資産 794 754

投資その他の資産   

投資有価証券 6,742 7,578

繰延税金資産 1,430 1,337

前払年金費用 5,053 4,763

その他 3,266 3,382

貸倒引当金 △1,496 △1,585

投資その他の資産合計 14,997 15,475

固定資産合計 19,199 19,695

資産合計 86,113 98,873
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 25,724 36,643

短期借入金 6,871 6,932

未払法人税等 58 799

未成工事受入金 2,907 1,910

賞与引当金 1,094 －

役員賞与引当金 40 －

完成工事補償引当金 101 42

工事損失引当金 690 825

海外投資損失引当金 2 11

その他 4,051 5,844

流動負債合計 41,542 53,009

固定負債   

長期借入金 1,648 1,513

退職給付引当金 1,602 1,675

役員退職慰労引当金 － 610

環境対策引当金 220 220

長期未払金 588 －

その他 0 0

固定負債合計 4,060 4,019

負債合計 45,602 57,028

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,479 4,479

資本剰余金 4,809 4,810

利益剰余金 31,689 32,578

自己株式 △622 △619

株主資本合計 40,355 41,248

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 57 488

為替換算調整勘定 20 26

評価・換算差額等合計 77 515

少数株主持分 77 80

純資産合計 40,511 41,844

負債純資産合計 86,113 98,873

ダイダン株式会社（1980）平成23年３月期　第２四半期決算短信

- 5 -



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

完成工事高 53,080 46,675

完成工事原価 47,269 42,260

完成工事総利益 5,810 4,415

販売費及び一般管理費 5,114 4,917

営業利益又は営業損失（△） 696 △502

営業外収益   

受取利息 13 12

受取配当金 83 82

受取保険料 15 149

その他 25 20

営業外収益合計 137 265

営業外費用   

支払利息 80 82

支払保証料 11 3

為替差損 40 99

その他 0 8

営業外費用合計 132 194

経常利益又は経常損失（△） 701 △431

特別利益   

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 － 48

貸倒引当金戻入額 55 101

特別利益合計 55 151

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 7 0

投資有価証券評価損 － 406

特別損失合計 7 407

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

749 △686

法人税、住民税及び事業税 50 53

法人税等調整額 429 △207

法人税等合計 479 △153

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △532

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） 269 △531
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

749 △686

減価償却費 165 219

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44 △101

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

38 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △43

受取利息及び受取配当金 △96 △95

支払利息 80 82

投資有価証券評価損益（△は益） － 406

投資有価証券売却損益（△は益） － △48

固定資産売却損益（△は益） △0 △1

固定資産除却損 7 0

売上債権の増減額（△は増加） 8,099 7,345

未成工事支出金の増減額（△は増加） △674 △268

その他の流動資産の増減額（△は増加） △73 450

仕入債務の増減額（△は減少） △7,249 △10,918

未成工事受入金の増減額（△は減少） 584 997

その他の流動負債の増減額（△は減少） △816 △777

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △50

小計 768 △3,489

利息及び配当金の受取額 96 95

利息の支払額 △73 △83

法人税等の支払額 △866 △761

営業活動によるキャッシュ・フロー △75 △4,239

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △50 △50

有価証券の売却及び償還による収入 50 50

有形固定資産の取得による支出 △185 △59

有形固定資産の売却による収入 1 3

投資有価証券の取得による支出 △4 △403

投資有価証券の売却及び償還による収入 2 150

貸付けによる支出 △1 －

貸付金の回収による収入 28 6

その他の支出 △458 △160

その他の収入 31 21

投資活動によるキャッシュ・フロー △584 △441
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 10,720 21,420

短期借入金の返済による支出 △11,920 △21,470

長期借入れによる収入 700 1,200

長期借入金の返済による支出 △1,113 △1,075

自己株式の取得による支出 △3 △4

自己株式の売却による収入 0 1

配当金の支払額 △491 △357

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,108 △286

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19 △46

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,787 △5,013

現金及び現金同等物の期首残高 28,653 29,936

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,866 24,922
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 該当事項はありません。 

  

  

 利益剰余金の主な減少要因は、平成22年６月に利益剰余金からの配当を357百万円行ったことによるものです。 

  

  

 部門別受注工事高・完成工事高・繰越工事高（連結） 

 （単位：百万円）  

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）その他の情報

  

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間  前連結会計年度  

（自平成21年４月１日   

   至平成21年９月30日） 

（自平成22年４月１日   

  至平成22年９月30日） 

（自平成21年４月１日 

   至平成22年３月31日）

金 額 構成比％ 金 額 構成比％ 金 額 ％ 

受

注

工

事

高 

電 気 工 事  10,457  17.7  8,686  16.1  21,450  18.6

空 調 工 事  38,312  64.9  33,620  62.3  72,220  62.5

水道衛生工事  10,232  17.4  11,672  21.6  21,850  18.9

合 計  59,002  100.0  53,978  100.0  115,521  100.0

(リニューアル工事)  24,874  42.2  26,668  49.4  50,554  43.8

( 海  外  工  事 )  2,151  3.7  1,623  3.0  7,161  6.2

完

成

工

事

高 

電 気 工 事  9,695  18.3  9,222  19.8  21,450  18.4

空 調 工 事  30,689  57.7  27,222  58.3  67,057  57.7

水道衛生工事  12,745  24.0  10,230  21.9  27,767  23.9

合 計  53,080  100.0  46,675  100.0  116,275  100.0

(リニューアル工事)  20,994  39.6  20,800  44.6  50,329  43.3

( 海  外  工  事 )  2,130  4.0  1,845  4.0  3,834  3.3

繰

越

工

事

高 

電 気 工 事  10,384  11.6  9,086  10.1  9,622  11.6

空 調 工 事  58,825  65.5  62,713  69.3  56,315  67.8

水道衛生工事  20,521  22.9  18,558  20.6  17,117  20.6

合 計  89,731  100.0  90,358  100.0  83,055  100.0

(リニューアル工事)  19,809  22.1  22,021  24.4  16,153  19.5

( 海  外  工  事 )  1,620  1.8  4,705  5.2  4,927  5.9
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